



2020年度の早稲田大学の授業は 3月 6日に授業開始を 4月 20日へ繰り下げることにな







































































































































制作にあたって、主に Zoomなどのウェブ会議サービスや LINEや Slackチャットツー
ルを使用した。
Zoom上で会話がされる際、タイムラグがあるので、発言するタイミングに気を遣って
しまったり、上級生は沈黙を破らなくてはいけない、会話を回さないといけないという、
リモートでコミュニケーションをとる中でのプレッシャーがあった。一方で、今回のWS
が 2年生と 3、4年生の初めての共同制作の場だったので、対面よりも下級生が発言しづ
らい状況になってしまいがちだった。
また、Zoom上では会話が平面的に行われる（同時に複数人が話すことがない）ので、
注目されてしまうことによる発言のしづらさや、効率の悪さも見受けられた。
反対に、沈黙を破るために積極的な発言が促されたり、全員の顔が画面上に表示されて
いるので、平等に話をする機会を作ろうという状況になりやすかったりと、リモートだか
らこそ全員が「参加」する制作活動ができた。また、リモート上では名前を呼ばないと誰に
話しかけているのかわからないので、初対面でも必然的に名前を呼び合うことができた。
　4─1─3．映像のイメージをどう共有するのか
リモートで映像を制作する中で、Zoomで音声を使ってコミュニケーションをとるにし
ろ、LINEや Slackなどの文面で話をするにしろ、自分の中のイメージをわかりやすく言
語化する必要性が高まったように感じた。イメージを言葉にすることは難しかったが、ア
ウトプットという面で勉強になった。
言葉以外でイメージを共有する手段として、プロモーション映像の作成では、映像の流
れのラフを作って一度共有することで、視覚的にイメージを共有することができた。どの
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タイミングでどのような雰囲気の映像が流れるか、どのような音楽に合わせるかなどを共
有することができるので、この方法が一番全員のイメージを速く、ずれなく統一できる方
法なのではないかと感じた。
しかし、ラフを作る場合、時間がかかるなので、今回行ったWSなどの即席で映像を作
る際には用いにくい方法である。そのためWSでは、最初に述べた言葉でのやり取りをメ
インに制作を行ったが、リモート上で主に言葉でやり取りをしているので、「お題」の設
定に対する解釈を揃えることに時間がかかったり、時間をかけてイメージや解釈を共有し
ていく中でも、自分が持っていたイメージとは違う方向に進んでいってしまったりと、ゼ
ミ生間の知識の差もある中で、決められた時間の中で完成形のイメージの差を埋めて、実
際に製作していくことに苦戦した。
その中でも、Zoomの画面共有などを使って、写真や検索機能を使用している画面を共
有したり、伝わりやすいように具体的な言葉を用いて簡潔に説明するように心がけるなど
の工夫で、できるだけイメージの差ができないように心がけた。
4─2．今後の課題
今回課題点として、時間内にイメージ通りのものを制作することの難しさを感じた。
　①「お題」への解釈を揃える
　②制作イメージを広げ、映像の流れを決める
　③撮影方法、撮影スケジュール、配役などの詳細を決める
　④撮影
　⑤編集
こういった各作業の時間配分を間違えてしまうと時間内に終わらなかったり、①～②の
時間が長すぎてイメージどおりのものが作れない、逆に①、②の時間が短すぎて映像は完
成したものの完成度が低い、企画が不十分なものになってしまうことが考えられる。
リモートだと、なかなかこの配分決定が難しいと感じたので、あらかじめ適正な配分で
時間が区切られていると、各チームの製作のクオリティが確保できるのではないかと感じ
た。さらに、言葉だけのコミュニケーションだとどうしてもメンバー間のイメージの相違
ができてしまうので、②の段階でイメージの視覚的な共有が必要だと感じた。ただ、4─1
─3で述べたようなラフを作るのは時間がかかってしまうので、簡単な 4コママンガのよ
うな形で、自分のイメージを視覚的にアウトプットしてからプレゼンするというプログラ
ムにすると、企画段階で全員のイメージの統一のレベルが上がり、撮影のスケジュール立
てもスムーズに行えるのではないだろうか。本人も、視覚的にアウトプットすることによ
って、入手可能な素材の範囲内での制作企画になっているか、現実的に可能な制作物なの
か考えやすいだろう。

